
｢日本語教育の参照枠｣
理解促進研修

日時 令和８年２月23日(月・祝)
午前の部：10:３0～12:３0 午後の部：13:00～16:00
※「午前の部」又は「午後の部」のみの参加も可能です。

会場 栃木県庁本庁舎東館４階講堂(宇都宮市塙田１丁目１番２０号)
※１階正面玄関及び県庁地下駐車場は９：４５から入場できます。県庁地下駐車場を御利用の場合は駐車券を
会場までお持ちください。なお、駐車台数に限りがあるため、公共交通機関の御利用をお勧めします。

定員 約６０名（事前申込制）

対象 地域日本語教室の学習支援者、企業において雇用する外国人への日本語教育等の支援
を行う方、その他県内において外国人への日本語教育等の支援に携わる方
※今回の研修内容を踏まえ、「現在支援を行っている方」で「日本語教室等で中核的な存在として支援されて
いる方」又は「３年以上支援に携わっている（携わったことのある）方」を要件とします。

参加
無料

文部科学省
令和７年度「地域日本
語教育の総合的な体制
づくり推進事業」活用

近年、日本語能力のレベルとして｢Ａ１｣や｢Ｃ２｣、また｢Ｃａｎ ｄｏ｣といった言葉を耳にする機会が
増えていることと思います。これらはいずれも、令和３年１０月に文部科学省がまとめた「日本語
教育の参照枠」に基づくものです。

地域において外国人住民の日本語学習を支援する方々の「参照枠」への理解促進につながるよう、
基礎的な内容を中心とした研修会を開催します。

■午前の部

『文部科学省日本語教育施策に
おける地域日本語教育の在り方』
講師：文部科学省総合教育政策局

日本語教育課 手島 利恵氏

■午後の部

『 地 域 日 本 語 教 育 に お け る
「日本語教育の参照枠」の活用』
講師：島根大学外国語教育センター

准教授 佐藤 智照氏

※午前の部では、「参照枠」の概要のほか、
文部科学省の各種日本語教育施策等に
ついて、午後の部では、「参照枠」の活用
方法等について講演いただきます。

※いずれも講話形式の研修です。

■申込先 ※定員に達し次第、申込の受付を締め切ります。

https://forms.office.com/r/vYLB2z1HZQ

日本語教育の参照枠
：日本語教育に関わる全ての人が参照できる日本語学習、教授、評価のための枠組み。
｢全体的な尺度(レベル尺度)｣・｢言語活動別の習熟度｣・｢言語能力記述文｣で構成。

主催・問合せ先
栃木県生活文化スポーツ部県民協働推進課
協働・多文化共生室 TEL 028-623-3422

申込方法
｢申込みフォーム」により、
①氏名、②連絡先(TEL・ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ)、
③活動先又は勤務先、④参加希望枠
(午前・午後の部)等を入力してお申し
込みください。【締切：令和８年２月６日(金)】

申込みフォームは
こちらから入力できます→


